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平成28年４月26日（火曜日）

午前10時１分開会

会議に付託された議案等

○商工観光振興対策及び土木行政の推進に関す

る調査

○その他報告事項

・平成28年熊本地震による本県の商工観光業へ

の影響等について

・第10次宮崎県職業能力開発計画の策定につい

て

・平成27年度の企業立地の状況について

・「平成28年熊本地震」に伴う対応状況等につい

て

出席委員（８人）

委 員 長 清 山 知 憲

副 委 員 長 岩 切 達 哉

委 員  原 正 三

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 横 田 照 夫

委 員 後 藤 哲 朗

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 西 村 賢

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

労働委員会事務局

事 務 局 長 江 藤 修 一

調 整 審 査 課 長 奥 野 厚 子

商工観光労働部

商工観光労働部長 中 田 哲 朗

商工観光労働部次長 菓子野 信 男

企業立地推進局長 黒 木 秀 樹

観光経済交流局長 武 田 宗 仁

部参事兼商工政策課長 黒 木 義 博

経営金融支援室長 門 内 隆 志

産 業 振 興 課 長 野 間 純 利

産業集積推進室長 谷 口 浩太郎

雇用労働政策課長 天 辰 晋一郎

企 業 立 地 課 長 日 高 幹 夫

観 光 推 進 課 長 福 嶋 清 美

記紀編さん記念事業推進室長 米 良 勝 也

オールみやざき営業課長 酒 匂 重 久

工業技術センター所長 冨 山 幸 子

食品開発センター所長 水 谷 政 美

県立産業技術専門校長 久 松 弘 幸

県土整備部

県 土 整 備 部 長 東 憲之介

県土整備部次長
川 畠 達 朗

（ 総 括 ）

県土整備部次長
大 谷 睦 彦

(道路･河川･港湾担当)

県土整備部次長
森 山 福 一

(都市計画･建築担当)

高速道対策局長 前 内 永 敏

部参事兼管理課長 佐 野 詔 藏

用 地 対 策 課 長 河 野 和 正

技 術 企 画 課 長 木 下 啓 二

工 事 検 査 課 長 甲 斐 重 隆

道 路 建 設 課 長 蓑 方 公

道 路 保 全 課 長 上 田 秀 一

河 川 課 長 阿 佐 真 一

ダ ム 対 策 監 矢 野 康 二

砂 防 課 長 永 井 義 治

港 湾 課 長 矢 野 透

平成28年４月26日(火)
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空 港 ・ ポ ー ト
小 倉 佳 彦

セールス対策監

都 市 計 画 課 長 巢 山 藤 明

建 築 住 宅 課 長 上別府 智

営 繕 課 長 山 下 幸 秀

施設保全対策監 宮 里 雄 一

高速道対策局次長 奥 泰 裕

事務局職員出席者

議事課主任主事 森 本 征 明

議 事 課 主 事 八 幡 光 祐

○清山委員長 ただいまから商工建設常任委員

会を開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

現在、お座りの仮の座席のとおり決定してよろ

しいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付いたしました日程（案）の

とおりでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、委員会の運営方法についてであります

が、執行部入れかえの際は、委員長会議確認事

項のとおり、10分程度の休憩を設けることにし

たいと考えております。今申し上げた要領で、

執行部の入れかえを行うことに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 そのように決定いたします。

それでは、執行部入室のため、暫時休憩いた

します。

午前10時２分休憩

午前10時３分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が商工建設常任委員会委員に選任されたところ

でございます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の清山でございます。

ここで、御挨拶を申し上げる段取りになって

おりますけれども、ことし１年間、滞りなく議

事、また活発な議論がなされますように取り計

らって努力をしてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

私の隣が、宮崎市選出の岩切副委員長でござ

います。

次に、向かって左側でございますが、北諸県

郡選出の原委員でございます。

宮崎市選出の横田委員でございます。

延岡市選出の後藤委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、小林市・

西諸県郡選出の丸山委員でございます。

都城市選出の徳重委員でございます。

日向市選出の西村委員でございます。

書記の紹介をいたします。

正書記の八幡主事でございます。

副書記の森本主任主事でございます。

次に、事務局長の御挨拶、幹部職員の紹介並

びに所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○江藤労働委員会事務局長 おはようございま

す。労働委員会事務局長の江藤でございます。

委員の皆様には、労働委員会の業務につきま

して、日ごろから御理解をいただいていること
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に対しまして、まずは厚くお礼を申し上げます。

今後とも、労使紛争を解決するための専門機

関として、その役割・機能をしっかりと果たし

ていけるよう、職員一同頑張ってまいりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、座って説明をさせていただきます。

お手元の委員会資料の１ページをお開きくだ

さい。

まず、幹部職員の紹介をさせていただきます。

調整審査課長の奥野厚子でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

次に、資料の２ページをごらんください。

１の労働委員会委員の構成であります。

労働委員会は、公益委員、労働者委員、使用

者委員の三者から構成される合議制の執行機関

でありまして、委員の数は、公・労・使、それ

ぞれ５名ずつの計15名となっております。

委員の任命方法でありますが、労働者委員は

労働組合からの、使用者委員は使用者団体から

の推薦に基づいて、知事が任命することになっ

ております。

また、公益委員につきましては、労働者委員

と使用者委員の同意を得て、知事が任命するこ

ととなっております。

現在の委員につきましては名簿のとおりであ

りまして、任期は２年となっております。

次に、３ページをお開きください。

２の業務概要について御説明いたします。

まず、（１）の労働委員会の主な業務内容であ

ります。

労働委員会は、労働組合法や労働関係調整法

などの法律に基づきまして、主に、次の①から

③の業務を行っております。

まず、①の不当労働行為の審査であります。

これは、労働組合などから、使用者側の団体

交渉拒否などといった不当労働行為に対する救

済申し立てがあった場合に、調査や審問を行い

まして、救済命令などを発するものであります。

次に、②の労使紛争解決のあっせんでありま

す。

（ア）の集団的労使紛争は、労働組合と使用

者との間に生じました紛争について、労働委員

会が両者の間に入りまして、あっせんなどの方

法により解決を図るものであります。

（イ）の個別的労使紛争は、労働者個人と使

用者との間に生じました紛争について、同じよ

うに労働委員会が間に入りまして解決を図るも

のであります。

次に、③の労働相談であります。

これは、労働者と使用者との間の労働条件な

どの労働問題に関するさまざまな相談を受け付

けまして、必要な情報の提供や助言を行うもの

であります。相談の内容によりましては、先ほ

ど申し上げたあっせんの制度を活用しまして解

決に努めております。

次に、（２）の事件数等の推移についてであり

ます。

平成25年度から27年度までの３年間で、新規

に申請等があった事件数及び労働相談件数を記

載しております。

平成27年度につきましては、不当労働行為審

査事件が１件、集団的労使紛争あっせん事件が

２件、個別的労使紛争あっせん事件が４件、ま

た、労働相談件数は137件となっております。

最後に４ページをごらんください。

３の事務局でありますが、１課１担当で９名

の体制となっております。

説明は以上であります。

○清山委員長 執行部の説明が終わりましたが、

質疑はありませんか。
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○原委員 では、１件だけ。総括的な話です

が、他県と比べて、企業の数の違いとかはあり

ましょうけれども、総じて、本県のこういう労

働争議等のあっせん件数は、多いものですか、

少ないものですか。

○江藤労働委員会事務局長 九州各県で見てみ

ますと、特に福岡県が、やはり都市部というこ

とで、そういうあっせんの事件数とかいったも

のは多うございます。

他県の状況を見ますと、大体、本県並みぐら

いで推移しているのが現状であります。

○原委員 わかりました。

○清山委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、以上をもって労働委

員会事務局を終了いたします。執行部の皆様、

お疲れさまでした。ありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前10時９分休憩

午前10時12分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が商工建設常任委員会委員に選任されたところ

でございます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の清山でございます。

一言御挨拶を申し上げます。

この商工建設常任委員会で、きょうは商工観

光労働部にお越しいただいておりますが、早速、

熊本地震に見舞われて厳しい影響が予想されて

おります。厳しい船出でございますけれども、

この１年間、闊達な審議がなされますよう、私

ども一同努力をしてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

私の隣が、宮崎市選出の岩切副委員長でござ

います。

次に、向かって左側でございますが、北諸県

郡選出の原委員でございます。

宮崎市選出の横田委員でございます。

延岡市選出の後藤委員でございます。

向かって右側ですが、小林市・西諸県郡選出

の丸山委員でございます。

都城市選出の徳重委員でございます。

日向市選出の西村委員でございます。

書記の紹介をいたします。

正書記の八幡主事でございます。

副書記の森本主任主事でございます。

次に、商工観光労働部長の御挨拶、幹部職員

の紹介並びに所管業務の概要説明をお願いいた

します。

○中田商工観光労働部長 皆さん、おはようご

ざいます。商工観光労働部長の中田でございま

す。

まず、このたびの熊本地震におきまして、被

害に遭われた皆様に、心からお見舞いを申し上

げたいと存じます。

県といたしましては、国や各県、市町村、関

係機関とも連携しながら、引き続き災害への警

戒を続けるとともに、甚大な被害を受けた熊本

県には、隣県として最大限の支援に取り組んで

まいりたいと考えております。

また、今回の地震により、本県におきまして

も産業面や観光面での影響が出ておりますので、

商工観光労働部といたしましては、市町村や関

係団体とも連携しながら、観光を初めとする県

内経済への影響が拡大しないよう、しっかりと

取り組んでまいりたいと考えております。

さて、本県の経済につきましては、持ち直し
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の動きが続いていると言われておりますけれど

も、目に見えて実感できるには至っていない状

況にございます。

このような中、商工観光労働部といたしまし

ては、本年度からスタートいたしました、みや

ざき産業振興戦略を産学金労官で一体となって

推進するなど、企業による経済活動の活性化と

本県の特性や強みを生かした成長産業の育成に

取り組んでまいります。

一方、海外市場の活力を取り込むことも重要

でありますので、同じく本年度からスタートい

たしました、みやざきグローバル戦略によりま

して、ジェトロ宮崎貿易情報センターを初め官

民一体となって、県産品の輸出促進や県内企業

の海外進出支援などを行い、本県経済・産業の

活性化を図ってまいります。

商工観光労働部につきましては、平成28年度

のキャッチフレーズを「燃える！商工観光労働

部」といたしたところでございます。

熱い思いを胸に、職員が一丸となって一生懸

命、取り組んでまいる所存でありますので、清

山委員長を初め委員の皆様方の御指導、御支援

をよろしくお願いいたします。

それでは、この後は座って御説明させていた

だきます。

まず、幹部職員を紹介いたします。

お手元の委員会資料の１ページに幹部職員名

簿がございますので、あわせてごらんいただき

たいと存じます。

まず、商工観光労働部次長の菓子野信男でご

ざいます。

企業立地推進局長の黒木秀樹でございます。

観光経済交流局長の武田宗仁でございます。

部参事兼商工政策課長の黒木義博でございま

す。

経営金融支援室長の門内隆志でございます。

産業振興課長の野間純利でございます。

産業集積推進室長の谷口浩太郎でございます。

雇用労働政策課長の天辰晋一郎でございます。

企業立地課長の日高幹夫でございます。

観光推進課長の福嶋清美でございます。

記紀編さん記念事業推進室長の米良勝也でご

ざいます。

オールみやざき営業課長の酒匂重久でござい

ます。

工業技術センター所長の冨山幸子でございま

す。

食品開発センター所長の水谷政美でございま

す。

県立産業技術専門校長の久松弘幸でございま

す。

幹部職員の紹介は以上でございます。

次に、２ページをお開きいただきたいと思い

ます。

平成28年度商工観光労働部の執行体制につい

てでございます。

当部は、２局６課３室、出先機関が４機関の

体制となっております。

昨年度からの主な改正といたしましては、中

ほどでございますけれども、地域雇用対策室の

業務を労働政策課に移管いたしまして、課名を

雇用労働政策課に変更いたしております。これ

は、現在、本県の雇用情勢が極めて安定してい

る一方で、新規学卒者の県内就職の促進や早期

離職防止、ＵＩＪターン施策等の雇用政策・労

働政策全般を、より一元的・効率的に推進する

必要があることから変更したものでございます。

次に、３ページをごらんいただきたいと存じ

ます。

平成28年度の商工観光労働部の当初予算であ
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ります。

当部の予算額は、一般会計及び特別会計を合

わせまして、表の一番下の左のほうになります

けれども、429億8,728万9,000円であり、対前年

度比では67％、約212億円減となっております。

主な減額の要因といたしましては、商工政策

課におきまして、前年度に口蹄疫復興中小企業

応援ファンドの返還金が200億円あったこと、そ

れから雇用労働政策課の地域人づくり事業が前

年度をもって終了したことに伴いまして、約７

億円の減となったことなどによるものでござい

ます。

次に、４ページをお開きください。

平成28年度の商工観光労働部の主な新規・重

点事業を、宮崎県総合計画アクションプランに

おけるプログラム別に整理したものでございま

す。

４ページから６ページにかけまして、全体で

７つのプログラムを記載しております。このう

ち、特に商工観光労働部が主体となって重点的

に取り組むプログラムを中心に御説明をいたし

たいと思います。

まず、４ページの１の人口問題対策プログラ

ムのうち、真ん中のところで、若者にとって魅

力ある就学・就業環境の整備でございますけれ

ども、特に高校生の県内就職率が全国最下位と

いう結果を受けまして、県内企業の魅力をしっ

かりと伝えられるよう、企業と学校の接点をさ

らにふやす必要がありますので、県内就職支援

員によります高校への地元企業の情報提供のほ

か、高校生の早い段階から、県内企業や大学等

を紹介する機会を提供してまいります。

次に、５ページの３の産業成長プログラムの

上のほうですけれども、本県産業や雇用を牽引

する成長産業の育成でありますが、国内外から

外貨を獲得する中核企業を育成するとともに、

成長産業の育成や企業立地の促進に取り組んで

まいります。

それから次に、４の地域経済循環構築プログ

ラムの地域経済の循環促進であります。本県経

済を支える小規模企業の振興は、地方創生を実

現する上で極めて重要でありますので、身近な

支援機関であります商工会等の経営指導員のさ

らなる支援能力向上のための取り組みや、中核

企業との取引拡大や連携強化によりまして地域

経済循環を生み出し、本県経済の底上げを図っ

てまいります。

６ページをお開きください。

５の観光再生おもてなしプログラムでありま

す。一番上の宮崎ならではの魅力ある観光地づ

くりでは、マーケティングや観光人財の育成、

戦略的な商品の造成など、宮崎版ＤＭＯの構築

により、稼ぐ観光という新たな視点から、観光

消費額をふやす取り組みなどを進めてまいりま

す。

また、その下でございますけれども、スポー

ツの聖地としてのスポーツランドみやざきの構

築では、2019ラグビーワールドカップや2020東

京オリンピック・パラリンピックに向けて、市

町村と連携いたしまして、参加国のキャンプ誘

致に取り組んでまいります。

以上、私から、概要について御説明いたしま

したけれども、主な事業につきましては、この

後の７ページから59ページに事業概要を添付し

ておりますので、後ほどごらんいただきたいと

思います。

続きまして、その他報告事項といたしまして60

ページをお開きください。第10次宮崎県職業能

力開発計画の策定について、それから、63ペー

ジに平成27年度の企業立地の状況について、さ
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らに机上配付をさせていただいておりますけれ

ども、平成28年熊本地震による本県の商工観光

業への影響等についての計３件につきましては、

それぞれ担当課長から御説明させていただきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

私のほうからは以上でございます。

○黒木商工政策課長 商工政策課から、平成28

年熊本地震による本県の商工観光業への影響等

について御説明いたします。

資料につきましては、お手元に配付しており

ます委員会資料とは別に、Ａ４版で１枚の資料

を配付しておりますので、そちらをごらんくだ

さい。

この資料につきましては、県内の主な企業や

関係団体等から情報を収集いたしまして、昨日

時点での状況を取りまとめたものとなっており

ます。

まず、１の産業面への影響であります。

卸・小売業につきまして、一部の企業におい

て、水やパンなどの商品が品薄状態となってお

り、こうした商品については、各企業において、

熊本県以外のメーカーから調達するなどの対応

がなされていますが、状況は少しずつ解消され

つつあります。

製造業につきましては、県内の工場等の建物

に関する被害の情報はありません。

また、企業によっては、物流のおくれによる

物品調達や出荷への影響が発生しておりますほ

か、一部の自動車関連企業で、自動車メーカー

の操業停止に伴い、生産調整等を実施しており

ます。

次に、２の観光面への影響です。

高千穂峡や国見ヶ丘など、一部の観光地で立

ち入りの制限がなされています。

また、スポーツ大会など、他県からの参加者

が多いイベントで中止となったものも出ており

ますほか、国内外からの宿泊客に相当なキャン

セルが発生しており、引き続き調査を行ってい

ます。

こうした影響を踏まえた３の県の対応状況で

ありますが、（１）の商工業者の経営・金融相談

への対応としまして、先週21日に県商工政策課

及び各県税・総務事務所に相談窓口を設置しま

した。あわせて、商工団体や金融機関等に対し、

相談窓口の設置や金融の円滑化に関する協力を

要請しました。

また、（２）観光に関する情報収集・発信とし

まして、市町村や観光施設等に対し、現状や今

後の見通し等について情報収集を実施するとと

もに、現在も把握に努めておりますほか、本県

の観光施設が通常どおり営業していることをホ

ームページで周知するなど、正確な情報の提供

に努めたところであります。

商工政策課からの説明は以上であります。

○天辰雇用労働政策課長 雇用労働政策課でご

ざいます。

委員会資料の60ページをお開きください。

第10次宮崎県職業能力開発計画の策定につい

てであります。

１の計画の位置づけでありますけれども、職

業能力開発促進法の規定により、国が策定しま

す職業能力開発基本計画に基づきまして、本県

の職業能力の開発に関する基本となる計画を策

定するものであります。計画期間は平成28年度

から平成32年度までの５年間としております。

次に、２の策定に当たっての基本的考え方で

ありますけれども、（１）にありますとおり、国

の計画に掲げる職業能力開発の方向性や基本的

施策を踏まえるとともに、（２）にありますとお

り、県の総合計画や、みやざき産業振興戦略等
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との整合を図りながら策定することとしており

ます。

次に、３の第10次県計画の施策の柱（案）で

ございますが、３月25日に開催されました職業

能力開発審議会におきまして、今後、取り組む

べき施策の柱について議論をしたところであり

ます。

右側の資料の61ページをごらんください。横

向きになっておりますけれども、この資料が第10

次宮崎県職業能力開発計画の施策の柱について

でございます。左側にありますのが、国の基本

的施策でありまして、それに対応する形で示し

ておりますのが、右側の県の10次計画の施策の

柱（案）でございます。

また、60ページにお戻りください。

４の計画策定の過程でありますけれども、２

月に審議会へ諮問いたしまして、３月にはワー

キンググループ、審議会を開催し、第10次県計

画の施策の柱を立てたところであります。

５の今後のスケジュールでありますけれども、

今月末には国の基本計画が公表される予定と

なっております。今後は素案の検討やパブリッ

クコメント等を重ねながら、８月の策定に向け

まして進めていくこととしております。

以上でございます。

○日高企業立地課長 企業立地課です。

常任委員会資料の63ページをお願いいたしま

す。

平成27年度の企業立地の状況について、御報

告をさせていただきます。

まず、１の企業立地の目標と実績についてで

あります。

枠囲いの中にありますように、昨年度、県総

合計画のアクションプランにおいて、平成27年

度から30年度までの４年間の新たな目標を定め

たところであります。４年間の企業立地件数

は150件、うち県外からの新規立地50件、最終雇

用予定数を6,000人と、そういう目標を掲げたと

ころであります。

昨年度は、その初年度でありましたけれども、

実績の欄にありますとおり、企業立地の件数は47

件、うち県外新規は20件、最終雇用予定者数

は1,894人となっておりまして、いずれについて

も計画の４分の１に当たる進捗率25％を上回る

ことができたところであります。

その下には、参考として過去５年間の業種ご

との立地件数・雇用者数の推移を記載しており、

立地件数につきましては平成26年度の合計欄、

一番下になりますが、40件が過去最高であった

ところですけれども、27年度は、それをさらに

更新することができたところであります。

なお、昨年度の立地企業の一覧表は、次の64

ページから65ページに添付いたしております。

後ほど、御参照いただければと思っております。

次に、63ページの２の27年度の企業立地の特

徴を御説明させていただきます。

（１）の製造業についてであります。

①で記載のとおりですが、立地件数は23件で

全体の48.9％となっておりまして、立地件数と

しては最も多い業種となっております。うち、

フードビジネスの関連については10件の立地が

ありまして、引き続き堅調な立地が進んでいる

と思っております。

また、フードビジネスに関しましては、②に

ありますように、昨年度から植物工場を新たな

認定対象としたところでありまして、企業参入

による一層のフードビジネスの振興を図ったと

ころであります。菌床シイタケの生産工場を２

件認定しております。

それから、③ですけれども、規模の大きな製
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造業の事例といたしまして、航空機内装品で世

界トップシェアを持ちますジャムコが新工場を

設置しております。雇用人数が多いだけにとど

まらず、これに追随する形で関連企業の進出も

実現しておるところであります。今後の波及効

果も期待されるところであります。

続いて、（２）の情報サービス産業であります。

①にありますように、情報サービス業の立地

件数は20件、前年度の９件から倍増いたしてお

りまして、全体として過去最高を更新する47件

の立地を達成できた主な要因となっております。

特に県外新規のうちでは、全体の20件中15件、75

％が情報サービス業だったところであります。

また、②に記載のとおり、最終雇用予定者数

におきましても、全体1,894人のうち1,134人と、

情報サービス業が約６割を占めておるところで

ありまして、情報サービス業が企業立地におけ

る、いわばリーディング業種となっておるとこ

ろであります。

こうした傾向は、特に情報サービス業におい

て人材の確保が最大の課題となっておりまして、

これまで以上に地方に目を向けていることが大

きな理由と受けとめております。

③にありますように、昨年度の立地場所を見

ましても、日南市で３件、日向市で２件、初め

て情報サービス業の認定を行っております。20

件の立地のうち８件が宮崎市以外でありました。

そういうところを鑑みますと、人材の確保に向

けて地域的な立地の広がりが出てきたことは、

大きな変化だと考えております。

そのほかに④ですけれども、貿易業務の代行

ですとかソーシャルゲームの制作など、これま

でにないような事業内容の認定企業も出てきて

おるところでありまして、県内での就職におけ

る選択の幅も広がったものと考えております。

最後に、（３）のその他でありますけれども、

地方への新たな人の流れを生み出し、地方創生

に資することを目的として、昨年度から、本社

機能の強化を本県内で行う企業も立地認定の対

象としたところであります。１件をこのカテゴ

リで認定しておるところであります。

今後とも、企業立地の促進を通じて、多様な

仕事と良質な雇用を創出し、若者を中心に県民

の活躍の場が一層広がるよう、取り組んでまい

りたいと考えております。

企業立地課からは以上であります。

○清山委員長 執行部の説明が終わりましたが、

質疑はございませんか。

○横田委員 職業能力開発計画についてですけ

れど、これまでもずっと指摘されてきておりま

す、技能士不足とか人材不足に対しての取り組

みということで、大変ありがたいと思うんです

けれども、一生懸命、宮崎県でそういう人材を

育成して、残念ながら県内にとどまらずに、今

だったら東北の震災とか東京五輪とか、そうい

う現場のほうにかなりの人が行っているという

話も聞きます。

さらに、今度は熊本がああいう状況になりま

したので、熊本の被災地の復興とかにも、かな

り流れてしまうんじゃないかなと思うんです。

そういうところの支援は、すごく大事なこと

だから悪いことじゃないんですけれど、やっぱ

り宮崎県に人材が不足している現実もあります

ので、何とか宮崎県の人材確保につながるよう

な取り組みといいますか、そこもあわせて、こ

の計画の中で考えていただけるとありがたいな

と思います。

○天辰雇用労働政策課長 委員のおっしゃった

形で検討してまいりたいと思いますけれども、

先ほどの資料の61ページを、もう一度ごらんい
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ただきたいんですが、これに施策の柱がござい

ます。左側の国の基本的施策を見ていただきま

すと、大きな２の②に若者の職業能力開発とい

う項目がございます。これを、県の施策のほう

では、右側を見ていただきますと、大きな項目

の３の若年者のキャリア形成及び人材育成の支

援ということで、大きな項目立てをしておりま

す。これは、今、お話が出ております高校生の

県内就職が全国最下位になったと、また定着が

非常に悪いといった問題を踏まえまして、こう

いった大きな項目を立てまして、この点に力を

入れてやっていきたいと。やっぱり県内で人材

育成をやっていきたいということで、こういっ

た点を強く柱立ててやっていきたいと思ってお

ります。

以上です。

○横田委員 よくわかるんです。その中で、県

内にできるだけとどまっていただいて、県内の

人材不足の解消につながるように、そちらのほ

うも、ぜひお願いしたいと思います。

○丸山委員 熊本地震の影響につきまして、お

伺いしたいんですけれども、この影響というこ

とで幾つか書いてあって、特に観光面をお伺い

したいと思っているんですが、相当なキャンセ

ルが発生しているということで、具体的には、

県のほうではどれくらいキャンセル数が─集

計中、調査中ということであるんですが─上

がってきているんであれば、お伺いしたいと思っ

ているんですけれども。

○福嶋観光推進課長 県で調査しまして、ある

程度の数はつかんでおりますけれども、固有名

詞は出しかねますので、大ざっぱに言いますと、

このゴールデンウイーク中で、昨年度比４割減

という状況でございます。

それと、宮崎市内だけを調査したものもござ

いまして、これはもう公表されているんですけ

れども、宮崎市内では約３万5,000人が、４月か

ら５月、今わかっている５月の分のキャンセル

の状況だということでございます。

○丸山委員 私の地元の高原も、温泉の客数が

減っているとか宿泊が減っているという情報を

聞いているもんですから、恐らく、阿蘇・高千

穂のゴールデンコースが非常に厳しいというこ

とがあると、これは簡単には回復しないのでは

ないかと非常に懸念しておりまして、観光とい

う、物すごく大きな産業が大きなダメージを受

けるんではないかと思っております。安全なも

のは安全ですよというのを、しっかりとアピー

ルしていかないと、ますます萎縮する変な空気

になるといけないと思っておりますので、県と

して早目に、ホームページ等で告知するだけで

なく、もうちょっと能動的に何かアピールでき

るとか、マスコミ担当とうまく連携しながらやっ

ていくとかということも積極的にやっていくべ

きだと思っているんですが、その辺は何か考え

があるんでしょうか。

○福嶋観光推進課長 ホテル経営者とか陸海空

の事業者の皆さんから、いろんな声を聞いてお

りまして、大変なことになっていると、口蹄疫

のときにも匹敵するぐらいのダメージを受けて

いると。さらに言いますと、一回そういうこと

が起こると、インフラは整っても、客足はマイ

ンド的に低下してなかなか戻らないということ

がありますので、私たちも非常に危機感を持っ

ているところです。

それで、対応を早急に打ちたいところではあ

るんですけれども、やはり熊本が、まだ行方不

明者がいたり余震が続いている状況で、なかな

か積極的に打って出ることには、配慮が必要な

のかなと考えています。
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それで、今、議員がおっしゃったように、今

できることは正しい情報を伝えることだという

ことで、県のホームページ、それと旬ナビでは

交通規制の状況を、解除されたなら解除された

と、通常営業をしておりますというような情報

を、とにかく正確に伝えることだと。今、実質

的に動いているキャンペーン等もあるんですけ

れども、その中では、積極的に来てくださいと

いうことではなくて、宮崎は安全ですと、通常

営業でございますということを伝えている状況

です。

ただ、熊本のほうが落ちついたら、そのとき

は九州各県で一緒に観光ＰＲをやらないといけ

ないということで、準備は怠らないようにしよ

うということで、今、動いております。

○丸山委員 ぜひ正確な情報をお願いしたいと

いうことと、熊本のほうでは、物資なんかは、

ある程度、不足はしなくなったと聞いているも

のですから、できれば今のうちに宮崎の観光

─商工業を含めてなんですけれども─に対

して、ＢＣＰを含めて、どうやって今後取り組

んでいくのか。

例えば、各企業に水とか食べ物とか、備蓄を

しっかりしていきましょうというのをやってい

くことが、今後、南海トラフなりの可能性もあ

りますし、しかも、えびの地震も50年たってお

りますんで、ひょっとしたら大きな地震が起き

るかもしれないと想定されますので、今のうち

に行政のほうから、観光面、製造業の方々を含

めて、各企業でしっかり備蓄もやってほしいし、

ＢＣＰもしっかり取り組んでほしい。また、で

きれば各従業員の皆さん方にも、最低でも水を

備蓄しましょうとか、そういうことも今のうち

に伝えていっていただくことを、各部局を通じ

てお願いしたいと思っております。これは商工

観光労働部の守備範囲の中で、そういった取り

組みをしていただきたいと思っております。

落ちついてからのことだと思いますけれども、

そういう働きかけも、ぜひお願いしたいと思っ

ております。

○徳重委員 企業立地の方にお尋ねしたいと思

いますが、非常に順調に進んでいるとのこと、

努力をされていることに敬意を表したいと思っ

ておりますが、この流れを見てみますと、各市

町村の中で、特に宮崎市、都城市は多いわけで

すけれども、西都市は、27年度に全然立地がさ

れてないような状況です。面積的にも、市町村

では一番大きな面積を持った市ではないかと

思ってますし、さらに、農業を中心としたいろ

んなものが生産されているところでもございま

す。

ここ２～３年の中で西都に立地した企業があ

るのかどうか、教えてください。

○日高企業立地課長 おっしゃるように、27年

度については西都市への立地はゼロであったと

ころであります。過去を見ますと、西都市につ

いては平成26年度に１件、24年度に３件、23年

度に１件、最近５カ年では、そのような立地が

あったところであります。

○徳重委員 過去にあったと、23年度以降はあっ

たということですから、それなりの評価はでき

ると思いますが。

もう御案内のとおり、東九州自動車道も福岡

まで開通したという現状の中で、インターもご

ざいます。考えますと、西都も人口が減少して

いる状況の中で、何とか企業立地を促進してい

ただきたいと思うんです。各市町村でも一生懸

命に取り組んでいらっしゃると思うんですけれ

ども、やはり、それなりの情報提供というか、

市町村より皆さん方のほうが、幅広い、いろん
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なノウハウを持っていらっしゃると思っており

ますので、それなりの支援の方法を、企業立地

についての前向きな取り組みを助言、指導して

いただければという感じを持ちましたので、今、

質問をしたところです。ぜひひとつ、そういっ

たことで、東九州自動車道を有効に生かすとい

う観点からも努力をしていただきたいというこ

とを、とりあえずお願いしておきたいと思いま

す。

以上です。

○日高企業立地課長 御提言を受けとめたいと

思っております。

昨年度、西都児湯地域におきましては、これ

まではなかった地区協議会を、西都市、それか

ら児湯地域の町村と県とで一緒になってつくっ

たところであります。そういう意味では、県と

市町村が一体となって、一緒になった取り組み

が、今後、さらに強力にできると思っておりま

すので、引き続き努力をしてまいりたいと思っ

ております。

○徳重委員 よろしくお願いします。

○原委員 地震による本県への影響について

ですが、観光面への影響、イベントの中止につ

いてです。ここでは、京町温泉マラソンが中止

になったと書いてありますけれども、ここ２～

３日、聞くところによると、そこまでメジャー

でないけれども、町で行われるいろんなイベン

トがあるわけですが、それが自粛されたり中止

されたりという話を聞いていまして、これにつ

いての現状みたいなものは、何か捉えられてお

りますか。

○福嶋観光推進課長 全市町村に照会をいたし

まして、把握できる限りのイベントの状況は把

握しております。

○原委員 どういう状況でしょうか。

○福嶋観光推進課長 県北のみならず県下全域

に、やはりイベント中止が出てきております。

今、把握しているのは５月22日までの分でござ

いますけれども、山開き的なものは軒並み中止、

それとお祭り的なものは、神事はやるけれども

パレードは中止とか、あるいはマラソン大会の

ように県外からの参加者が多いものについては、

それが、がたっと減るということで中止とか、

そういったことを聞いているところです。

○原委員 県外からの参加者が激減するであ

ろうから中止するというのは、まだ意味がわか

るんですが、ほかの祭り、伝統的な祭りとかあ

ると思うんです。それの中止理由は何なんでしょ

うか。

○福嶋観光推進課長 個別に聞いたわけではな

いんですけれども、それぞれの主催者の御判断

で、騒ぐといいますか、お祭り的な華やかなも

のについては、やはり熊本の現状に配慮してと

いうことがあろうかと思います。

でも、中には、それで逆に元気がなくなって

しまってもいけないだろうと、支援する側も元

気を出していかないといけないだろうというこ

とで実施されているところもあると伺っており

ます。そこは、それぞれの主催者の御判断とい

うことで理解しております。

○原委員 私も、このイベントの中止につい

てはいろいろ考えるんですけれども、確かに、

お亡くなりになった方に対して哀悼の意を表

し、10万人ですか、被災されている方々、また

その周辺にもいろいろ困っていらっしゃる方が

いるわけで、ここにお見舞いを申し上げ、また、

隣県として、過去にもいろんな災害でお世話に

なっているわけですから、お返しの意味も込め

て精いっぱいの支援をしていくと、これは当然

のことだろうと思うわけです。
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さてそこで、喪に服するという日本人的な心

情も人間の中にはあるんでしょうけれども、熊

本がそういう状況にあるから、じゃあ、我々も、

そういう状況でずっと沈んでいることが果たし

ていいことなのかどうか。例えば、その運営の

仕方によって、神事なり、その開会式があるん

であれば、そこで黙祷をささげるなり、あるい

はそのイベントの会場に募金箱を設けて、そこ

で主催者が、会場にお見えになる皆さん方に支

援のための募金なり支援物資の申し出なり、ボ

ランティアはこういうことをやってますよとい

うＰＲを、そこでどんどんしてあげて、結果と

して間接的に熊本・大分を支援していくと。

地元においては、それはそれとして逆に、そ

のイベントを大いにやることで、その支援の輪

を広げたり、そこで集まった義援金をそちらに

送ることのほうが、私はトータル的に見ると、

熊本・大分の支援につながるのではないかと。

だから、熊本・大分で地震が発生して多くの

犠牲者が出たことが、もしかすると、そのイベ

ントをすることの消極的中止理由になってし

まってはいけないなと思ってまして、例えば、

私の地元でもそうなんだけれども、ある伝統的

な祭りがあります。そこにいろんな地元の踊り、

伝統芸能が出ます。その主催者が、熊本がこう

いう状況ですから、おたくの伝統芸能、ことし

はどうされますかという質問を、ずっと投げか

けてやっているわけです。すると、そこに出る

伝統芸能の皆さんたちは、半ば休みを潰して、

その上で参加するわけですから、よだきいとい

う気持ちがなきにしもあらずなんです。そうい

う問いかけをされると、「あ、やめた」となって

しまうわけです。そうではなくて、しっかり支

援の体制をとりながら、やるべき祭りはにぎや

かにやって、間接的に、逆に支援の輪を広げて

いくということのほうが、また、宮崎県の活力

もそれで失われることはないということでしょ

うから。

だから、今、キャンセルの話が出ましたけれ

ど、いわゆる観光については、宮崎県の商工観

光労働部の大きな課題でもあると思うんですが、

外貨を稼ぎ経済循環をよくするという、このこ

とからいけば観光客が減るから外貨は減ると。

あと、祭りやイベントは県内循環をよくすると

いう大きなイベントでありますから、これを一

概にこのことで中止していくのはどんなもんだ

ろうなと、ちょっと疑問を持っていまして。私

は、むしろやったほうがいいと、やるべきこと

はやって、義援金だとか、ボランティアはこう

やってますよとかいうお知らせをしながら。こ

のことについてはどうなんでしょう。何かお考

えがあれば、お聞かせいただきたいんですけれ

ども。

○福嶋観光推進課長 まさに、おっしゃるとお

りだと思います。やはり、フェーズごとの対応

が必要なのかなと思っておりまして、震災直後

には、やはり、どうしても中止が多くなると思

うんですけれども、今から段階的にインフラも

整ってくる、被災者も落ちついてくれば、また

観光ＰＲができるのと同じで、こういったイベ

ントも、やっぱり元気を出すためにやろうと、

チャリティーでやろうというような動きがどん

どん広がってくるのではないかと考えています。

○原委員 ですから、イベントは、そういう

ことで黙祷するなり義援金を募るなり、熊本の

いろんな支援情報、ボランティアとかをお知ら

せする場として、そこをまた活用することによっ

て、そしてまた宮崎は宮崎として、そういうイ

ベントはしっかりやって元気づけて、逆にその

元気で熊本、大分を支援していくという姿勢で
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やったほうが、私はいいと思うんですけれど、

意見として申し上げておきたいと思います。

○横田委員 きのう、高千穂町の人とお話しす

る機会があったんですけれど、今、県庁職員も50

人体制で熊本のほうに派遣をされていますよね。

それで、聞くところによると高千穂町のホテル

に泊まって、被災地まで、毎日通っておられる

ということで、本当に大変だろうなと、頑張っ

てほしいなという思いでいっぱいなんですけれ

ど。

実は、その高千穂の人が言われたのは、その50

人が全部、一つのホテルに泊まっていると。さっ

きキャンセルの話がありましたけれど、高千穂

の宿泊施設はみんなキャンセルがあるんだから、

それを分散して泊まろうという発想に何でなら

んとかという話だったんです。こういう緊急事

態だから、そこまで頭が回らなかったのかもし

れませんけれど、やっぱり全体のことを考えた

場合に、分散して宿泊をしていただいて、例え

ば、朝、出発するときにどこかに集合してもら

うとか、やり方はいろいろあるじゃないかとい

うことなんです。

もしかすると商工観光労働部の担当じゃない

かもしれませんけれど、そういう話が地元から

あったということを、その担当のほうにもお伝

えいただけるとありがたいなと思います。

○黒木商工政策課長 今、委員がおっしゃった

点について、関係部局にも伝えて、相談してま

いりたいと考えております。

○横田委員 よろしくお願いします。

○清山委員長 ほかはございませんか。よろし

いですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、以上をもって商工観

光労働部を終了いたします。執行部の皆様、お

疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前10時56分休憩

午前11時０分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が商工建設常任委員会委員に選任されたところ

でございます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の清山でございます。

一言御挨拶を申し上げます。

早速、新年度体制になって、熊本地震により、

県内にさまざまな被害状況が発生しております

けれども、そういうことへの対応、そしてまた、

今年度１年を通して活発にさまざまな審議がな

されることに、我々一同は努力をしてまいりた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の岩切副委員長

でございます。

向かって左側ですが、北諸県郡選出の原委

員でございます。

宮崎市選出の横田委員でございます。

延岡市選出の後藤委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、小林市・

西諸県郡選出の丸山委員でございます。

都城市選出の徳重委員でございます。

日向市選出の西村委員でございます。

書記の紹介をいたします。

正書記の八幡主事でございます。

副書記の森本主任主事でございます。

次に、県土整備部長の御挨拶、幹部職員の紹

介並びに所管業務の概要説明等をお願いいたし
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ます。

○東県土整備部長 県土整備部長の東でござい

ます。よろしくお願い申し上げます。

私どもが所管しております業務は、安全で安

心な生活を確保するため、防災力の強化や減災

対策を行うとともに、東九州の新時代を見据え

た、社会資本の整備を初めとする県勢発展の基

盤となる県土づくりを進めているところであり

ます。

先日発生しました平成28年熊本地震におきま

しては、多くの方が犠牲となり、多数の建物が

倒壊するなど、大災害となりました。

お亡くなりになられた方々とその御遺族に対

しまして、深く哀悼の意を表しますとともに、

被害に遭われました皆様に心からお見舞い申し

上げます。

本県におきましては、熊本県ほどの甚大な被

害ではありませんでしたが、人的及び物的な被

害が発生いたしました。

県土整備部が所管します道路等での被災状況

につきましては後ほど御説明いたしますが、現

在も通行どめ及び通行規制を行っている箇所も

ありますので、早期の復旧に努めてまいりたい

と考えております。

今回の熊本地震は、危機事象のリスクが高い

本県における防災・減災対策の重要性を改めて

認識する機会となりました。

今後とも、職員一丸となって、防災・減災対

策について取り組んでまいりますので、委員の

皆様におかれましては、御指導、御支援のほど、

よろしくお願いいたします。

続きまして、お礼を２点ほど申し上げます。

まず、１点目でございますが、３月30日の主

要地方道、宮崎高鍋線那珂工区の開通式におき

まして、年度末のお忙しい中、清山委員長を初

め県議会より多数の御出席を賜りましたことを、

この場をおかりして、お礼申し上げます。

次に、２点目でございますが、今月の１日に、

東九州自動車道、日南―油津間及び夏井―志布

志間の新規事業化が正式に決定したところであ

ります。事業化に向けまして御尽力をいただき

ました県議会の皆様に心から感謝申し上げます。

さらに、一昨日の４月24日には、東九州自動

車道、椎田南インターチェンジから豊前インタ

ーチェンジ間が開通し、宮崎市から北九州市ま

でがつながるという歴史的な節目を迎えました。

今後とも、東九州自動車道や九州中央自動車

道の早期整備を初め、国県道などの地方創生を

支える基盤整備や、県民の安全安心な暮らしを

確保するために必要な社会資本整備の推進に向

けて全力で取り組んでまいりたいと存じますの

で、引き続き、県議会の皆様の御支援、御協力

をお願い申し上げます。

それでは、委員会資料によりまして御説明い

たします。ここからは座って説明させていただ

きます。

まず、幹部職員の紹介をさせていただきます。

お手元にお配りしております委員会資料の１

ページをごらんください。時間の関係もござい

ますので、課長級以上について紹介いたします。

まず、総括次長の川畠でございます。

道路・河川・港湾担当次長の大谷でございま

す。

都市計画・建築担当次長の森山でございます。

高速道対策局長の前内でございます。

部参事兼管理課長の佐野でございます。

用地対策課長の河野でございます。

技術企画課長の木下でございます。

工事検査課長の甲斐でございます。

道路建設課長の蓑方でございます。
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道路保全課長の上田でございます。

次に、２ページをごらんください。

河川課長の阿佐でございます。

ダム対策監の矢野でございます。

砂防課長の永井でございます。

港湾課長の矢野でございます。

空港・ポートセールス対策監の小倉でござい

ます。

都市計画課長の巢山でございます。

建築住宅課長の上別府でございます。

次に、３ページをごらんください。

営繕課長の山下でございます。

施設保全対策監の宮里でございます。

高速道対策局次長の奥でございます。

また、出先機関の幹部職員につきましては、

３ページ中段以降をごらんいただきたいと存じ

ます。

以上で、県土整備部幹部職員の紹介を終わり

ます。

次に、県土整備部の所管業務等につきまして

御説明申し上げます。

まず、組織についてでありますが、委員会資

料の５ページの県土整備部行政組織表をごらん

ください。

本庁が12課１局、出先機関が14事務所の体制

にて、県土整備行政の推進に取り組んでまいり

ます。

本年度から都市計画課に、右の下のほうの黒

い枠で囲んでおりますけれども、県土美化推進

担当を新設いたしました。県土美化に関する条

例の制定に向け、万全の体制で取り組んでまい

りたいと存じます。

また、県土整備部各課・局の分掌事務につき

ましては、資料の６ページから７ページに記載

しておりますので、後ほどごらんいただきたい

と存じます。

次に、県土整備部の平成28年度当初予算につ

いて御説明いたします。

資料の８ページをお開きください。

平成28年度、県土整備部当初予算の概要でご

ざいます。

今年度の当初予算につきましては、右から２

列目の太枠で囲んでおりますＣ欄をごらんくだ

さい。下から５段目ですが、一般会計で701

億9,457万6,000円、下から２段目の特別会計で12

億7,242万4,000円、一番下の段ですが、部予算

合計では714億6,700万円となっており、この額

を昨年度の当初予算と比較しますと、その右の

欄ですが、部予算合計で対前年度比100.9％と

なっております。

続きまして、資料の13ページから15ページに

かけましては、当初予算に係る事業などにつき

まして、宮崎県総合計画「未来みやざき創造プ

ラン」アクションプランにおけるプログラム別

施策体系に関連する事業を示しております。

また、16ページ以降には、新規事業「県民と

築く「美しい宮崎づくり」沿道修景美化モデル

事業」や新規事業「県土美化条例制定事業」な

どを初めとする平成28年度の主な新規・重点事

業につきまして、その概要を、それぞれ添付し

ておりますので、後ほどごらんいただきたいと

思います。

最後に、その他の報告事項でございますが、

平成28年熊本地震に伴う対応状況等について、

管理課長から説明させます。

私からは以上でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

○佐野管理課長 管理課であります。

平成28年熊本地震に伴う対応状況等について、

本日、机上配付させていただいております資料
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で御説明したいと思います。

１ページをごらんください。

まず、１の県内の被害状況と対応状況等につ

いてであります。

（１）の県管理道路の、アの被害状況につき

ましては、表の左側は落石やのり面路肩決壊の

おそれなどがあるため、地震発生以降、通行ど

めなどを行ったところでありまして、合計とし

ては、路線の重複がありますので７路線13カ所

となります。

いずれも人的被害はありませんでしたが、応

急復旧など早期の対策を行いまして、表の右側

のように、昨日現在、通行どめが４路線６カ所、

片側交互通行が２路線２カ所で、計としては５

路線８カ所となります。

通行どめ及び通行規制状況の詳細につきまし

ては、３ページの一覧表のとおりとなっており

ます。

また、通行どめが発生しました箇所の位置に

つきましては、次の４ページの地図のとおりと

なっております。地図につきましては、赤で表

示されているものが現在も通行どめの区間、青

が片側交互通行区間、緑が規制が解除された区

間であります。

１ページにお戻りください。

イの被害額についてでありますが、現在把握

しております公共土木施設の被害額は、道路施

設のみとなっておりまして、県では８カ所、約

２億7,000万円、市町村を含めますと合計26カ所、

約５億8,000万円であります。

下のウの対応状況につきましては、規制中箇

所ののり面等の調査を完了し、対策工事の検討

を行っているところであります。

続きまして、（２）の砂防関係施設についてで

あります。

アの被害状況でありますが、落石が２カ所あ

り、そのうち延岡市の１カ所は住宅一部損壊で

あります。また、のり面崩壊が９カ所ありまし

た。いずれの箇所も人的被害はありませんでし

た。

イの対応状況でありますが、ブルーシートで

のり面を覆うなどの応急措置をしておりまして、

今後の対応につきましては、関係市町村と協議

中であります。

続きまして、（３）の公営住宅についてであり

ます。

県営住宅につきましては被害はありませんで

したが、市町村営住宅で、表にありますとおり、

延岡市などで給水設備の破損など７件の被害が

ありました。いずれも人的被害はありませんで

した。延岡市の１件が修繕中でありますが、ほ

かの６件の復旧は完了いたしております。

続きまして、２ページ、（４）の九州内の道路

状況についてであります。

ここの項目につきましては、資料の５ページ

から７ページで御説明したいと思います。

まず、５ページでありますが、高速道路の一

般車両の通行どめの状況であります。国交省が

４月24日に発表された資料となっております。

資料にありますとおり、３路線、75キロメート

ルで通行どめとなっております。資料の上のほ

うの、大分道の湯布院インターチェンジから日

出ジャンクション間は、一般車両の通行見通し

は示されておりません。

次に、中ほどの、九州道の植木インターチェ

ンジから八代インターチェンジ間のうち、植木

インターチェンジから嘉島ジャンクションまで

の区間は４月中、また、嘉島ジャンクションか

ら八代インターチェンジまでの区間は、今週前

半に一般車両が通行可能とされております。
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次に、九州横断道の嘉島ジャンクションから

小池高山インターチェンジ間につきましても、

今週前半に一般車両が通行可能とされておりま

す。

次に、６ページをお開きください。

熊本県及び大分県内の道路規制状況について

であります。

この資料は、昨日現在の規制状況でありまし

て、日本道路交通情報センター災害時情報提供

サービスのページであります。６ページは熊本

県、次の７ページは大分県の情報となっており

ます。

これらのページにつきましては、県のホーム

ページのトップの「道路規制情報について」の

ページにリンクさせておりまして、情報提供を

いたしております。

また２ページにお戻りいただきたいと思いま

す。

次に、２の熊本県への支援状況では、県土整

備部関係を取りまとめております。

まず、（１）の被災建築物応急危険度判定及び

被災宅地危険度判定であります。

これは、住宅に住んでいる方や付近を通行す

る歩行者の安全を確保するため、被災建物や被

災宅地を調査し、余震等による二次災害発生の

危険程度を判定・表示するものであります。

①の被災建築物の判定につきましては、４月21

日より、県職員などを４名から16名、派遣して

おります。

また、②の被災宅地の判定につきましては、

４月22日より、県職員を３名ないし６名、派遣

しております。

続きまして、（２）の下水道管路施設の一次調

査についてであります。

この調査は、目視や計測機器を用いまして、

下水道管路やマンホールの変形などについて調

査を行い、今後、応急復旧や二次調査の必要性

の判断等を行うものでありまして、県が調整を

行い、４月21日から宮崎市及び都城市に、いず

れも職員を２名ずつ、益城町に派遣していただ

きました。

今、御説明した（１）、（２）の支援につきま

しては、今後も熊本県からの要請に応じまして、

引き続き派遣する予定であります。

最後に、（３）の公営住宅等の提供についてで

あります。

こちらにつきましては、県のホームページな

どで情報提供を行っているところでありますが、

アにありますとおり、被災者の受け入れに対応

できる公営住宅等は、県営住宅と市町村営住宅

を合わせて595戸であります。

イの問い合わせにつきましては、昨日16時ま

でに、県営住宅には県内２件を含めて48件、市

町村営住宅には75件の合計123件がありまして、

現状においては、合計で13世帯38名の方の入居

が決定いたしております。

なお、これまでの説明は県土整備部関係とい

うことでありますが、県としては、九州知事会

の要請に基づき、当面、阿蘇市に県職員を50名、

山都町に、西臼杵３町と県職員を13名派遣し、

これらの中には県土整備部職員も含まれており

ますが、避難所の運営や物資の仕分け、給水業

務の支援なども行っているところであります。

説明は以上であります。よろしくお願いしま

す。

○清山委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はございませんか。

○徳重委員 今、被災報告がされたところです

が、最後の件で、県営住宅、市営住宅の入居希

望者を募っていらっしゃるということで、県内
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も２件の数字が出ているということですが、県

内も高千穂を中心に、かなり地震の被害を受け

ていらっしゃるんじゃないかなという気がする

んです。

そして、この２件の方はどういう状態なのか

はわかりませんが、公営住宅に入りたいという

希望があるようですが、県内の家は、もちろん

倒壊はしてないと思うんですけれど、被害調査

というか危険度調査を、当然、県内も、まず真っ

先にすべきじゃないかなという気がするんです。

もちろん熊本にも行っていらっしゃるというこ

とは、ちゃんと承知しておりますが、高千穂を

中心とした県内の危険度調査はされているのか

どうか。この２件の入りたいという希望がある

ことを考えますと、かなりあるんじゃないかな

という気がするんですが、いかがでしょうか。

○上別府建築住宅課長 まず最初に、県内の応

急危険度判定調査の件についてお答えいたしま

す。

こういった大きな地震が起こった場合に、災

害に遭った建築物が安全かどうか応急危険度の

判定を行います。そのおおむねの考え方なんで

すけれども、震度５強以上があった場合に、各

自治体が、この応急危険度判定を実施するかし

ないかを判断するというのが目安になっており

ます。

今回の地震では、県内で２町１村、高千穂町、

美郷町、椎葉村が５強の地震に遭っております。

県から各町村に応急危険度判定が必要かという

ことで問い合わせております。今回の場合は、

各町村からは、そういった応急危険度判定は必

要ない状況ですという回答をもらったために、

宮崎県内の町村では実施していないということ

でございます。

もう一点の、県内のほうからの公営住宅の入

居についての問い合わせにつきましては、高千

穂町と日向市から１件ずつあったところであり

ます。大きな地震があって怖いという相談でご

ざいまして、今回、公営住宅の提供につきまし

ては、基本的に罹災証明書が出る方を対象とし

ていまして、そういった今回の公営住宅に受け

入れるに当たっての条件等を説明申し上げまし

て、そういうことですかと納得されたというこ

とでございます。

以上でございます。

○徳重委員 ２件の県内の方は、相当、心配を

されたんじゃないかなという気がするんです。

だから申し込んだと思いますが、それは、今言

う罹災証明が出るという条件だけで、それで済

むものかなと。まだ余震が続いているわけです

から、誰かにその被災度の審査をしていただか

なければ、その人がもしも犠牲になるようなこ

とになっては……。そこには行政が、何らかの

温かい目を向けていただくことは最も大事なこ

とじゃないかと思いますがいかがでしょう。

○上別府建築住宅課長 県内でも、今、委員が

おっしゃられるとおり、心配していらっしゃる

方も多い状況でございます。それで、私どもで

は、例えば半壊とかそういった情報をつかんだ

場合には、実際には町村のほうと連絡をとって、

建築の技術屋で様子を見に行ってもらったりと

いう対応を、今とっている現状でございます。

○徳重委員 ぜひ、そういう対応を。声がかかっ

たら、やっぱり行ってみて、どうでしょうかと

いうことぐらいはやっていただきたいなと。専

門家がいらっしゃるわけですから、よろしくお

願いしておきたいと思います。

○丸山委員 今回の地震におきまして、高速道

路が、幹線の一番重要な道路が通行どめになっ

てしまっていて、緊急輸送路がとまってしまっ
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て、非常に心配といいますか、技術的に、本当

にびっくりするなという思いがあります。また、

県内においても218号線、恐らく緊急輸送道路に

指定されているところだろうと思っております

けれども、そこが緊急輸送道路に指定されてい

たのにもかかわらず、今でも片側規制、通行ど

め等もあったということは、今後、対策をしっ

かりとやっていかなくちゃいけないのではない

のかなと思っております。

あと、宮崎県内には活断層が少ないと言われ

ているんですが、活断層に近いところの緊急輸

送道路を含め、もう一回、改めてチェックをや

るべきではないのかなと思っております。今後

の対策としてしっかりやっていかないと、東日

本大震災のときに、くしの歯作戦でうまくいっ

たのに、道路がしっかりしてなかったと言われ

ているんですが、今回の地震ぐらいで緊急輸送

道路がやられるということは、非常に懸念され

ているところだと思っておりますので、この緊

急輸送道路の再チェックが、改めて必要ではな

いのかと。ただ整備しただけではなくて、もう

少ししっかりとした再チェックが必要じゃない

のかなと思っているんですが、県としての、今

後の緊急輸送道路等に対しての対策の考え方を

教えていただくとありがたいかなと思っており

ます。

○上田道路保全課長 今、委員からも御指摘の

ように、国道218号においては、どうにか全どめ

しなくて、片側交互通行でしています。

実際、言われるとおり、緊急輸送道路につい

ては、橋梁の耐震化を含めまして重点的に進め

てはいるんですけれども、委員が御指摘のとお

り、再チェックということで、やはり我々も、

もう少し取り組みを重点的に進めていかなくて

はいけないのかなと考えております。

○丸山委員 緊急輸送道路はこのように物流が

とまらないことが、今後の復興対策につながっ

ていく、または支援対策につながっていくと思っ

ておりますので、お願いしたいと思っておりま

す。

それと、あともう一つ、これまで住宅の耐震

検査・調査も、いろいろ県としてはやっている

んですが、なかなか進まない状況なもんですか

ら、今回こういう地震が起きましたので、熊本

のほうがある程度おさまってからでしか、なか

なかアプローチはかけづらいのかもしれません

けれども、今回を機に、やはりもう少し住宅の

耐震のあり方について、特に活断層があるとこ

ろとか予測されるようなところを中心に、もう

ちょっときめ細かくやるべきではないのかなと

思っておりますので、住宅の耐震についての県

としての考え方をお伺いしたいと思っておりま

す。

○上別府建築住宅課長 住宅の耐震化につきま

しては、阪神淡路大震災のときに、死因の８割

前後だったと思いますけれども、家屋が倒壊し

たことによる圧死だったと報告されてまして、

そのうちの９割が古い木造住宅だったというこ

とで、宮崎県でも住宅の耐震化、特に新耐震基

準以前につくられた木造住宅を対象に、平成17

年から取り組んでいるところです。

しかしながら、今、委員からありましたよう

に、その結果としては、余り多くの実績は上がっ

ていないということであります。こうした状況

で、今回、熊本地震が起こりまして、同じよう

に多くの方が圧死したと報道されています。

今こそ、県民の方にも、身近な問題として捉

えてもらえてると考えてまして、今のタイミン

グをつかんで、マスコミとかを活用しまして周

知を図り、また各市町村との連携が大事ですの
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で、各市町村にも強くお願いして、今まで以上

に取り組んでいきたいと、今、動き出している

ところでございます。

○丸山委員 ぜひ、県民の命を守るには必要で

あろうと思いますので、仮に応募が多数あった

ときには、しっかりと補正予算を組むぐらいの

気持ちで頑張っていただきますようにお願いし

たいと思います。

○横田委員 ちょっと確認をさせていただきた

いんですけれども、公営住宅の提供期間は１カ

月だったですか、１年だったですか。

○上別府建築住宅課長 １年間でございます。

○横田委員 それと、申し込み期間といいます

か、何カ月間とか何年とか、それは決まってい

るんですか。

○上別府建築住宅課長 いつまでというのは決

まっていませんで、今回の地震で被災された方

の要望がある間は、ずっと対応しようと考えて

おります。

○横田委員 今、避難所に避難をされている方

で迷っている人、また、そういう情報を得てい

ない人はたくさんおられると思うんです。だか

ら、柔軟に対応していただければと思います。

それと、今回、かなりの棟数が倒壊をしたわ

けですけれど、その倒壊したものの処分です。

家とかをいつまでもそこに置いておくわけには

いかんから、当然処分せないかんと思うんです

けれど、その費用は、やっぱり個人が持つんで

すか。激甚災害になったら国のほうで持っても

らうんですか。済みません、宮崎と関係ないか

もしれませんけれども。

○上別府建築住宅課長 済みません、はっきり

した情報を持ち合わせておりませんので、後日、

回答させてもらいたいと思います。

○横田委員 わかりました。今回、激甚災害に

なるということですので、できれば、やっぱり

国が持つべきじゃないかなと個人的には思うん

ですけれど。ありがとうございます。

○原委員 県土整備部の大事な仕事の一つと

して、防災・減災というお話があったわけです

が、この活断層ですよね。過去には、昭和43年

ですから、かなり前になりますけれど、えびの

で地震が相次いだことがあり、２カ月以上続い

たんでしょうか、そんなことがありました。

基本、宮崎県には、活断層は余り多く存在し

ないんだと言われてますが、これは実際のとこ

ろはどうなんでしょうか。所管はここですか。

地質だとか何だとかいう、その技術屋が一番い

らっしゃるのはここだと思うんですが、そうい

う専門的に一番近いところ、地震学者は非常に

少ないと言われているけれど、これは地質の世

界だと思うんですが、県土整備部として、その

あたりの情報は、客観的にどう捉えていらっしゃ

いますか。

○東県土整備部長 活断層そのものの調査とか、

そういうことを直接的に県土整備部でやるとい

うことはやっていないんですけれども。気象庁

であるとか、あるいは火山学者の皆さんの情報

であるとか、また中央のほうの地震関係の会議

等がありますけれども、そちらから情報が出て

くることになっているのが実情でございまして、

宮崎は活断層が非常に少ないというふうになっ

ておりますけれども、ないわけではないという

ことです。

あと、わかってない活断層があるだろうとい

うことで、それは当然、いろんな知見とかいろ

んな調査に基づいてやられていると思うんです

けれども、少なくともわかっていないものも、

まだあるということを、いろんな報道等も含め

てですけれども、そういうふうに私どもも認識
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しております。

○原委員 宮日の社説によれば、熊本あたり

のは表面から見てわかるんだそうです。過去の

ずれがあるので、表面的に、ここへ活断層があ

るなということからやっていったら、それはわ

かっていると。今回もテレビ等でいろいろ報道

がありますけれども、えびのはどういう活断層

だったのか、火山性だったのか、それはわかり

ませんが、えびのあたりには活断層の絵が出て

こないんです。そして、この日向灘には、南海

トラフとかの関係で出てくる。報道にあるよう

に、地層の内部なので表面に出てこないもんだ

から、余り調べがつかない、したがって調査を

かけてないのではないかと。

それで、ないと言われているんじゃないかと

受け取りましたので、もしそうであるならば、

どっかの時点で、やっぱり宮崎県として、その

活断層はどうなんだということは、なかなか困

難な調査でしょうけれども、それは県がやるの

か、国にお願いをするか、それはいろいろ所管

はあるでしょうけれども、やっぱり注視してお

く必要、調査のベクトルは持っておかないと、

思いがけないことがあるといかんがなと思って。

どうですか、専門はいないんですか。

○東県土整備部長 委員がおっしゃられるとお

り、ないから安心するわけではない。それがど

うなのかということは、当然、私どももそうい

う情報はいただきたいと思います。その中で、

宮崎大学等にも地震に詳しい先生方がおられる

ということで、そちらのほうからいろいろな情

報をいただく必要が出てくるだろうと。

全体的な地震に関する、津波も含めてですけ

れども、これについては、庁内のいろんな部局

で縦断・横断的に連携していくことで、当然、

危機管理局であるとか、そちらのほうとも連携

をとっていく。津波もそうですけれども。そう

いう中で、しっかり、今、言われた方法が何か

ないのかどうかも、関係部局とも話しながら、

もしそういう情報がとれるような話、あるいは、

何かお願いするところがあるようであれば、そ

ちらのほうからもいろんな情報をいただいて対

応等を考えていきたいと思います。今のところ、

私どももはっきりとした資料等はございません

けれども、一応、いろんな形で、そういう情報

の収集はしてまいりたいと思っております。

○原委員 じゃあ１件だけお尋ねしておきま

すが、国で、この活断層がどこに存在している

というようなのを所管しているのはどこなんで

しょうか。

○前内高速道対策局長 済みません、所管では

ありませんが、また、正確ではないかもしれな

いことを大前提にお答えしたいと思います。

まず、その活断層自体の捉え方によるんです

けれども、それが、例えば地形だという整理で

あるならば国土地理院、地図をつくるところが

所管をすることになります。災害の原因である

という捉まえ方をすると、災害対策を所管する

内閣府になります。今回の場合は、その災害対

策ということになりますと内閣府に置かれてい

る─ちょっと、これは不正確なんですが─

中央防災会議だったと思いますが、そういった

ところで、国全体の被災リスクなどをとってい

くと。

なお、県におきましては災害対策基本法に、

その規定がございまして、災害対策基本法の第40

条をちょっと読み上げますと、「都道府県防災会

議は、防災基本計画に基づき、当該都道府県の

地域に係る都道府県地域防災計画を作成し」、

次が大事なんですが、「及び毎年都道府県地域防

災計画に検討を加え、必要があると認めるとき
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は、これを修正しなければならない」とありま

すので、こういった災害対策基本法及び県にお

きましては、県の地域防災計画の枠組みの中で

やられるのが一般的ではないかと思います。

○丸山委員 あと１点だけお伺いしたいんです

が、国土強靭化ということが言われておりまし

て、その中で、国では国土強靭化の基本法がで

きて、それに基づいて、県で地域計画をつくら

なくてはいけないということになっているはず

なんですが、宮崎県は、いまだ、その地域計画

がしっかりできていない状況だと聞いておりま

す。大分県とか南海トラフのところは、ある程

度、できていると聞いているんですけれども。

今回、こういう大きな地震が起きましたので、

この国土強靭化地域計画はインフラだけではな

くて、病院とか学校とか、そういったものを含

めて全てのものを国土強靭化ということで位置

づけているので、これは県土整備部だけではな

くて、総務部が中心に取りまとめをやっている

と聞いているんですが、なぜ宮崎県はできてな

かったのかということを含めて、しっかり取り

組んでいただきたいと思っています。その意気

込みを含めて、わかっている範囲で構いません

ので、できてないという認識を私はしているん

ですが、間違っているなら、それを訂正してい

ただきたいと思いますし、今のこの国土強靭化

地域計画の現状を含めてお伺いしたいと思って

おります。

○木下技術企画課長 国土強靭化法に基づきま

す地域計画の策定の部分でございます。

県では、危機管理局が中心となっておりまし

て、平成28年度中の策定ということで計画を進

めていると聞いております。26年に閣議決定を

されたものでございますが、国の基本計画をも

とに、現在28年度の策定ということで進めてい

ると聞いているところでございます。

○丸山委員 ぜひ早目に、28年度中ではなくて、

早目早目に計画を進めていただくように。これ

は、先ほど言いましたように大分と、それから

長崎も、九州ではでき上がっていると聞いてお

りますので、なぜ宮崎が遅いのかというのを非

常に懸念しております。この計画に基づかない

と、ひょっとしたら予算も来ないんじゃないか

と、私は懸念しているもんですから、ぜひ、国

土強靭化地域計画を早急につくるんだという意

気込みを、県土整備部からも、危機管理局に強

く訴えていただくようにお願いしたいと思って

おります。

○徳重委員 沿道修景美化についてお尋ねした

いと思います。沿道修景美化は、県単事業では、

どこの事業になってくるんですか。都市・公園

事業なのか街路事業なのか、どっちか教えてく

ださい。

○上田道路保全課長 沿道修景美化推進対策事

業ということで、おもてなしプログラム、資料

の14ページです。ここでも、沿道修景美化推進

対策事業ということで、沿道にかかわる植栽の

維持管理と、草刈り等を所管しているところで

す。

それと、県単の事業でも道路維持事業という

ことで、植栽地域以外については、沿道の草刈

り等を行っているような状況にあります。

○徳重委員 だから、この10ページの県単公共

事業の街路事業に入るのか、都市・公園事業に

入るのかを、今お聞きしたところですけれど、

どっちに入りますか。

○上田道路保全課長 10ページでいきますと、

一番上の道路と書いてあると思いますが、道路

の中に含まれております。

○徳重委員 そうですか。私は、この都市・公
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園事業に入ってくるのかなと思って、67％の予

算になっているもんですから、今回、県土美化

推進担当ということで枠組みをされたと、専門

の部署をつくられたということで、宮崎県は修

景事業を一生懸命取り組もうとされているさな

かに、急にこんなに減っているなと思ったもん

ですから質問をしたところです。予算的には前

年並み、それ以上のものが予定されていると理

解していいのかどうか、それだけ聞いておきた

いと思います。

○上田道路保全課長 今の沿道修景については、

毎年、対前年度1.0で確保をしていただいている

ところです。

○徳重委員 いや、ふえているのかどうか、前

年並みですか。

○上田道路保全課長 はい、前年並みというこ

とです。

○徳重委員 そうですか。最後にしたいと思い

ますが、今、決められている沿道修景で、路肩

から何十センチと、たしか70センチ、75センチ

かなという感じじゃなかったかなと思うんです。

しかし、敷地としては、まだいろんな条件が

あろうと思うんですけれども、かなり広いとこ

ろもたくさんあるんです。そこまではちゃんと

草刈りがされているけれど、その70センチ、何

ぼかはちょっと記憶しておりませんが、それ以

外はそのままで、なかなか修景になっていない

気がするんですが、そこら辺の対応については

どう考えていらっしゃるのか、最後にお聞きし

ておきたいと思います。

○上田道路保全課長 今の委員の御指摘のとお

り、草刈りの幅については、路肩80センチと、

山側については１メーター50というような形で。

交差点部とか曲線部、要するに視距の確保とい

うことで、交通安全上で支障があるようなとこ

ろについては安全性を考慮して、路肩について

は１メーターとか山側２メーターとか、ちょっ

と幅を広げて草刈り等をやっている状況です。

あと、回数等についても、市内部の多いとこ

ろにつきましては、必要間については２回から

３回、ちょっと山間部になると年に１回、一応、

我々発注者側がやっているものについてはそう

いうことと、実は民間の方々とタイアップして

道路環境保全活動協働推進事業、クリーンロー

ドみやざきということで、145団体の方々と協定

を結ばさせてもらって、草刈り等の援助、草刈

りの刃代とか燃料代等を補助するようなことで、

官民一体となってやっている状況にあります。

以上です。

○原委員 質問じゃないんですが、今度の震

災で、これは都城方面の畜産にかかわるＪＡだっ

たり、あるいは酪農の団体から聞いた話なんで

すけれど、いい話なんですけれど、あの人たち

が口をそろえて言ったのは、西回りの高速道路

が遮断をされたと。そのことによって、いろん

な飼料の搬送だとか、例えば生乳でいうと、熊

本の生乳は処理に困ったわけです。だから、こ

れを鹿児島、宮崎に持って来ました、こちらで

処理します。宮崎のほうは、今度はオーバーす

るわけですから、その分を県外に持っていかな

いといけなかった。これに東九州自動車道が、

かなり大きくその効果を発揮してくれたと。

もし、この東九州自動車道がなければ、都城

の畜産関係ですけれども、やっぱり大変な影響

を受けていましたね、本当に高速道路が通って

よかったですわという話をいろんな団体から聞

いておりまして。そういう意味では、この高速

道路の効用といいますか、宮崎県は、中央自動

車道、串間、そして都城志布志道路まで入れる

と、まだまだ未整備区間があるわけですけれど



- 25 -

平成28年４月26日(火)

も、本県としては、そういう意味では、いざと

いうときのためにも、この高速道路の整備は、

大きな政策の柱として、全県一体となって頑張っ

ていくことが必要なんだなと感じたということ

で、そういう高い評価があったということをお

知らせしておきたいと思います。

○清山委員長 ほかはございますか。

○佐野管理課長 先ほど、原委員から質問が

ございました活断層の把握の件につきまして、

県として、あるいは国の所管がという話でした

けれども、先ほど前内局長から答弁はありまし

たけれども、確認のために、また後日にでも調

整をして報告させていただきたいと思います。

○清山委員長 ほかはございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、以上をもって県土整

備部を終わります。執行部の皆様、お疲れさま

でした。

暫時休憩いたします。

午前11時50分休憩

午前11時51分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

４月15日に行われました委員長会議の内容に

ついて、御報告いたします。

お手元に配付の委員長会議確認事項のとおり、

委員会運営に当たっての留意事項等を確認いた

しました。

時間の都合がありますので、主なところにつ

いて説明いたします。

まず、１ページをお開きください。

（５）の閉会中の常任委員会についてであり

ますが、定例会と定例会の間に原則として１回

以上開催し、また、必要がある際は、適宜、委

員会を開催するという内容でございます。

次に、２ページでございます。

（７）の執行部への資料要求につきましては、

委員から要求があった場合、委員長が委員会に

諮った後、委員長から要求するという内容でご

ざいます。

次に、（８）の常任委員長報告の修正申し入れ

及び署名についてであります。本会議で報告す

る委員長報告について、委員会でその内容を委

員長一任と決定した場合、各委員が修正等の申

し入れを行う場合は、委員長へ直接行うこと、

そして報告の署名は、委員長のみが行うことと

するものでございます。

（９）のマスコミ取材についてでございます

が、取材は、原則として採決等委員協議を含め

て記者席で行わせるという内容でございまして、

委員会は採決等も含めて、原則公開となってお

ります。

次に、３ページをごらんください。

（12）の調査等につきましては、県内調査、

県外調査、国等への陳情と分かれておりますが、

アの県内調査について４点ございます。

１点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において、県民との

意見交換を積極的に行うというものでございま

す。

２点目は、調査中の陳情・要望等についてで

ございますが、事情聴取の性格を持つものであ

り、後日、回答する旨等の約束はしないという

ことであります。

３つ目に、委員会による調査でありますので、

単独行動による発着は、できる限り避けるとい

うものであります。

４点目は、特に必要がある場合には、県内調

査ではありますが、日程及び予算の範囲内で隣

県を調査できるというものであります。
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４ページをごらんください。

（15）の委員会室におけるパソコン等の使用

についての項目が今回追加されております。詳

細は10ページにありますので、後ほどごらんく

ださい。

この際、一応説明しますけれど、パソコン、

タブレット端末、スマートフォンについて、持

ち込みが可能でございます。機能としては、審

査に関係する資料の閲覧や、審査に関係する事

項を検索するためのインターネットサイトの閲

覧等でございます。また、外部との通話、通信

等は行わないよう、必要最小限の使用にとどめ

るようお願い申し上げます。

その他の事項につきましても、目を通してい

ただきたいと思いますが、皆様には、この確認

事項等に基づき、委員会の運営が円滑に進むよ

う御協力をお願い申し上げます。

この確認事項等について、何か御意見はあり

ますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 ありがとうございます。

続きまして、平成28年度の委員会の活動計画

案についてでございますが、今年度の委員会調

査など活動計画案については、お手元に配付の

資料のとおりでございます。

活動計画案にありますとおり、県内調査を５

月に実施する予定でありますが、日程の都合が

ありますので、調査先について、あらかじめ皆

様から御意見やさまざまなことをお伺いいたし

たいと思います。

参考までに、お手元に資料として調査の実施

状況と県内調査の調査先候補を配付いたしてお

ります。

なお、もう１カ月を切っておりまして、県内

調査の段取りもございますので、あらかじめ書

記といろいろと話し合って、調査先の候補をお

示ししております。この調査先等について、御

意見、御要望がありましたらお出しいただきた

いと思います。あわせて、県外調査についても、

何か御意見、要望がありましたらお出しいただ

きたいと思います。

ここで暫時休憩といたします。

午前11時57分休憩

午後０時７分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

県内調査の日程、調査先等については、ただ

いまの御意見を参考にしながら、正副委員長に

御一任いただくことで御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

その他で何かございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 何もないようでしたら、本日の

委員会を終了したいと思いますが、よろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 以上をもって本日の委員会を終

了いたします。

午後０時７分閉会


